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１． 背景とこれまでの課題 

 全国各地での銘柄鶏（地鶏）の乱立による産地間競争の激化や、昨今の景気低迷による消費者の購買意欲の減退など、

銘柄鶏（地鶏）を取り巻く環境は厳しさを増している。この現況の中で競争力を高めるためには、美味しさや味の多様性

を求める消費者ニーズに対応した鶏肉の生産および加工・流通が必要となってくる。 

また、飼料価格高騰の影響から、みえ特産鶏の生産現場でも飼料用米や未利用資源の活用機会が増えており、これらの

国産飼料を最大限に活用しつつも肉質に悪影響を及ぼさない生産技術の確立が望まれている。 

昨年までの試験において、飼料用米（モミ米）を配合飼料の 20%代替給与することにより、鶏肉の味覚に変化を及ぼ

し（コク、味の濃さを強める）、脂肪酸組成に変化が生じる（オレイン酸の増加）が、その変化は悪影響ではないことを

確認した。 

本試験では今後の飼料情勢を鑑み、国産飼料のさらなる利用を目的に、飼料用米の多給技術について検討をおこなった。 

２． 成果の概要 

(1) 飼育成績ではモミ米区で飼料要求率が高くなった。増体や育成率等については大きな違いはみられなかった（表１）。 

 

(2) 解体成績ではモミ米区で筋胃の発達がみられたが、正肉重量や販売重量に差は見られなかった。 

 

(3) 肉色では飼料用米給与によりむね肉、もも肉ともに b＊値（黄色味）の有意な低下がみられ、肉色が薄くなる傾向に

あった。脂肪色では b＊値の有意な低下および L＊値の有意な増加がみられ、白色化する傾向にあった（表２）。 

 

(4) 脂肪酸組成（腹腔内脂肪で測定）では昨年の結果同様、オレイン酸含量の増加がみられたが、有意な差ではなかった。 

オレイン酸には悪玉コレステロールを減少させる効果や便秘予防効果、また発ガンを招く過酸化脂質の発生を減少さ

せる効果などがあるといわれている。 

 

(5) アミノ酸組成ではむね肉ではあまり変化がみられなかったが、もも肉では玄米区で他の２区に比べ全体的に 

高い値をとった。 

 

(6) 味覚センサー値および官能評価値に大きな差はみられなかった。 

 

(7) 飼料中トウモロコシの飼料用米全量代替給与による飼育成績、解体成績への大きな影響はみられず、また、

肉質における各種測定項目では多少の変化が生じたものの、味への悪影響が生じるものではなかった。本技

術はみえ特産鶏の生産現場で利用可能であることが示唆された。 

３． 成果の慣行技術への適合性と経済効果 

 本試験の結果から、みえ特産鶏生産において国産飼料である飼料用米の多給（トウモロコシ代替）が可能であることが 

示された。生産現場ではすでに飼料用米が利用されており、国産飼料割合をより高めた地鶏肉の生産等につなげていける 

と考える。 

また、トウモロコシ価格を 42.6 円/kg、玄米価格を 30 円/kg、モミ米価格を 20 円/kg とし、生体販売にて生産コストの 

試算をおこなうと、１羽あたり玄米区で 134 円、モミ米区で 109 円の利益増を見込むことができた（表３）。 

４． 普及上の留意点 

(1) 対照区  ：基礎飼料（CP：18.9 % 、ME:3.21 Mcal/kg） 

玄米区  ：基礎飼料中トウモロコシを玄米に全量代替（CP：18.8% 、ME:3.21 Mcal/kg） 

モミ米区：飼料中トウモロコシをモミ米に全代替（CP：18.9 % 、ME:2.90 Mcal/kg）（CP、ME 補正あり） 

(2) 肉色の淡化がみられたことから、濃い赤味という地鶏肉の特徴が低下してしまう可能性がある。 

(3) コスト試算時のトウモロコシ価格は農林水産省・流通飼料価格等実態調査（2013.３）を参考、玄米およびモミ米価

格は参考値とした。また、価格はすべて税抜とした。 
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